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下
呂
市
で
は
、市
制
施
行
10
周
年
を
機
に
、「
下
呂
市
市
民
憲
章
」を
制
定
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、

市
民
の
一
体
感
を
高
め
、ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
一
人
ひ
と
り
の
行
動
指
針
と
な
る
も
の
で
す
。

　

文
案
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
小
中
学
校
児
童
生
徒
か
ら
多
く
の
文
案

や
「
思
い
」
を
い
た
だ
き
、そ
の
「
思
い
」
を
取
り
込
ん
で
「
下
呂
市
市
民
憲
章
検
討
委
員
会
」

に
お
い
て
作
成
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

下
呂
市
市
民
憲
章
が

　
　
制
定
さ
れ
ま
し
た

下呂市市民憲章
平成 25 年 12 月 13 日議決

わたしたち下呂市民は、郷土に誇りをもち、美しい自然の中で
豊かな心を育み、ともに住みよいまちをめざします。

下
呂
市
市
民
憲
章
に
込
め
ら
れ
た
思
い

【
前
文
】

わ
た
し
た
ち
下
呂
市
民
は
、郷
土
に
誇
り
を
も
ち
、

美
し
い
自
然
の
中
で
豊
か
な
心
を
育
み
、
と
も
に

住
み
よ
い
ま
ち
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
や
温
泉
資
源
、
先

人
た
ち
が
築
い
て
き
た
歴
史
と
文
化
な
ど
、
下

呂
市
に
は
誇
れ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
郷
土
に
誇
り
と
愛
着
を
も

ち
「
ふ
る
さ
と
下
呂
市
」
を
よ
り
住
み
続
け
た

い
と
思
え
る
ま
ち
と
な
る
よ
う
次
の
世
代
へ
つ

な
い
で
い
く
決
意
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
本
文
】

　

各
項
目
の
主
語
は「
わ
た
し
た
ち
下
呂
市
民
」で
す
。

○
森
と
清
流
と
温
泉
を
宝
と
し
、次
の
世
代
へ
つ
な
げ
よ
う
。

　

下
呂
市
は
豊
か
な
森
と
、
清
ら
か
な
流
れ
が

ま
ち
を
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊

か
な
温
泉
は
、
私
た
ち
に
多
く
の
恵
み
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
美
し
い

自
然
を
大
切
に
す
る
心
を
養
い
、
将
来
へ
引
き

継
い
で
い
く
こ
と
で
、
人
と
自
然
が
共
生
し
た

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

○
ふ
る
さ
と
の
文
化
と
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
守
り
育
て
よ
う
。

　

長
い
歴
史
を
も
つ
下
呂
市
は
、
先
人
の
知
恵

と
努
力
に
よ
り
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
ふ
る
さ

と
の
文
化
・
伝
統
を
世
代
間
で
継
承
す
る
こ
と

や
、
新
た
な
文
化
を
育
て
る
こ
と
で
、
心
豊
か

に
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
文
化
的
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

○
お
も
て
な
し
の
心
で
、
温
か
な
ふ
れ
あ
い
を
広
げ
よ
う
。

　

下
呂
市
は
多
く
の
お
客
様
が
訪
れ
、
人
の
交

流
に
よ
っ
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
市
民
一
人

ひ
と
り
が
訪
れ
る
お
客
様
を
温
か
い
心
で
迎
え

る
と
と
も
に
、
市
民
ど
う
し
も
温
か
な
心
で
思

い
や
り
を
も
ち
、
人
と
人
と
の
交
流
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
、
活
気
あ
ふ
れ
る
住
み
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

○
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
た
が
い
に
助
け
合
お
う
。

　

お
互
い
に
信
じ
合
い
助
け
合
う
こ
と
や
、
地

域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
で
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
、
障
が
い
者
な
ど
誰
も
が
安
心

し
て
生
活
で
き
る
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

○
す
こ
や
か
な
心
と
体
で
、
明
る
い
未
来
を
築
こ
う
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
心
も
体
も
健
や
か
に
育

ち
、
学
び
、
働
き
、
い
き
い
き
と
生
活
す
る

こ
と
が
ま
ち
の
元
気
の
源
で
す
。
市
民
の
生
活

が
充
実
し
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
未
来
の
下
呂
市

に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。

　

平
成
26
年
３
月
１
日（
土
）開
催
予
定

の「
下
呂
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典
」

の
中
で
、
下
呂
市
内
の
小
学
校
４
年
生

の
皆
さ
ん
に
よ
る
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
市
民
憲
章
が
多
く
の

市
民
の
皆
様
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
周
知
普
及
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
　
　
【
経
営
管
理
部
・
総
合
政
策
課
】

一、 森と清流と温泉を宝とし、次の世代へつなげよう。

一、 ふるさとの文化と伝統を受け継ぎ、守り育てよう。

一、おもてなしの心で、温かなふれあいを広げよう。

一、安心して暮らせるよう、たがいに助け合おう。

一、すこやかな心と体で、明るい未来を築こう。
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馬瀬会場

　

１
月
11
日
と
12
日
に
、
市
内
各

地
域
で
成
人
式
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

各
会
場
で
は
市
長
な
ど
か
ら
成

人
証
書
が
手
渡
さ
れ
、
新
成
人
代

表
者
が
「
誓
い
の
言
葉
」
を
読
み

上
げ
、
社
会
人
と
し
て
の
気
持
ち

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
新
成
人
（
平
成
５
年
４

月
２
日
～
平
成
６
年
４
月
１
日

生
）
は
、
男
性
１
９
７
人
、
女
性

２
２
３
人
の
計
４
２
０
人
。

　

式
典
終
了
後
に
は
新
成
人
の
実

行
委
員
会
に
よ
る
記
念
行
事
が
あ

り
、
恩
師
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

披
露
や
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
な
ど
が

行
わ
れ
、
再
会
を
喜
び
ま
し
た
。

　
【
教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
】

小坂会場
４
２
０
人
が
大
人
の
仲
間
入
り

各
地
域
で
成
人
式

下
呂
市
民
の
安
心
安
全
を
誓
っ
て

市
消
防
出
初
式

◆
永
年
勤
続
功
労
章

▽
小
坂
・
大
森
克
也
、
二
村
哲
行

▽
馬
瀬
・
二
村
正
樹
▽
下
呂
・
鎌

倉
宏
之
▽
金
山
・
佐
古
等
、
馬
場

正
至
▽
消
防
本
部
・
上
野
和
重
、

中
島
哲
生
、
奥
田
敏
之

◆
勤
続
功
労
章

▽
萩
原
・
奥
田
重
喜
▽
小
坂
・
山

下
亮
▽
下
呂
・
細
江
広
仲
▽
馬

瀬
・
熊
崎
龍
毅
▽
消
防
本
部
・
谷

川
和
久
、
森
政
仁

◆
功
労
章

▽
萩
原
・
熊
﨑
章
、
島
博
孝
、
熊

﨑
秀
樹
、
熊
﨑
渡
、
中
川
敬
久
、

森
本
哲
也
、
若
山
浩
、
田
中
隆
彦
、

熊
﨑
大
悟
、
今
井
雅
人
、
今
井
裕

雄
、
桂
川
典
輝
、
岡
﨑
晋
也

▽
小
坂
・
田
中
昌
幸
、
清
水
健
久
、

熊
﨑
隆
一
郎
、
中
川
英
治
、
飯
塚

久
司
、
田
立
昌
次
、
大
森
真
一
、

細
江
康
弘
、
上
原
浩

▽
下
呂
・
谷
口
輝
彦
、田
口
竹
志
、

中
島
泰
、
細
江
幹
博
、
足
立
豊
、

細
江
雄
一
、
細
江
和
臣
、
中
島
盛

彦
、
細
江
孝
雄

▽
金
山
・
忍
名
沖
、
河
尻
典
恭
、

金
森
健
次
、
星
谷
昇
司
、
熊
﨑
則

幸
、
田
口
哲
、
矢
島
宏
哉
、
山
田

章
博

▽
馬
瀬
・
野
村
裕
紀
、
見
廣
勝
彦
、

赤
梅
利
久
、
中
谷
三
男
、
見
廣
洋

始
、
大
前
栄
樹
、
細
江
天
晴

▽
消
防
本
部
・
安
江
宏
顕

◆
感
謝
状

▽
共
栄
電
気
㈱
（
萩
原
町
上
呂
）、

下
呂
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ（
敬
称
略
）

　
　
【
消
防
本
部
・
消
防
総
務
課
】

県
知
事
表
彰

　
（
平
成
25
年
11
月
17
日
）

　

１
月
５
日
、
下
呂
交
流
会
館
で
新
春
恒
例
の
平
成
26
年

下
呂
市
消
防
出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
か
ら
消

防
団
と
消
防
署
が
合
同
で
出
初
式
を
開
催
。
約
３
７
０
人

が
出
席
し
、
平
成
26
年
に
お
け
る
市
民
の
安
心
・
安
全
の

た
め
に
決
意
も
新
た
に
、
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　

式
典
で
野
村
市
長
は
「
下
呂
市

の
安
心
・
安
全
の
た
め
に
は
女
性

の
力
も
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

も
消
防
団
の
活
動
に
期
待
す
る
」

と
、
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
福
澤
団

長
と
熊
﨑
消
防
長
の
訓
示
が
あ

り
、
そ
の
中
で
団
長
は
「
我
々
消

防
団
の
使
命
は
住
民
の
生
命
・
財

産
を
守
る
こ
と
。
今
年
も
災
害
の

な
い
１
年
に
な
る
こ
と
を
願
う
」

と
述
べ
ま
し
た
。

  

式
典
終
了
後
、
各
方
面
隊
に
お

い
て
市
中
行
進
や
放
水
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

   

主
な
表
彰
の
受
賞
者
は
次
の
通

り
で
す
。

自
治
体
消
防
65
周
年
記
念
大
会

特
別
感
謝
状
・
永
年
勤
続

　
　
　
　
（
平
成
25
年
11
月
17
日
）

▽
団
本
部
・
福
澤
辰
之
、
眞
田
勝


